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 宝くじ助成金による連区備品の購入について
小信中島連区地域づくり協議会

　このほど、「一宮市コミュニティ助成事業補助交付金（通称：宝くじ助成金）」

を受けて、連区諸行事に際して不足していた備品の整備を行いました。屋外

行事などで使用する放送設備やトランシーバー、ガソリン発電機・投光器、テ

ント、紅白幕、机・イスなどで、すべて公民館集会室棟連区倉庫に保管してあ

ります。

　一昨年度から、役員会が中心となって申請作業を進めてきて、今年度交付

（金額：250万円）が決定し、購入取得することができました。この交付金は、

一般財団法人自治総合センター（宝くじ発行団体）が地域のコミュニティ活動

を助成するため実施しており、小信中島連区は市内で３番目の交付対象とな

りました。

　これら備品を利用されたい場合は、公民館事務室にお問合せ下さい。利用

条件は、連区各団体が開催する行事を対象としています。利用日より数日前

に来館して「備品借用申請書」に必要事項を記入していただければ、当日に

地域づくり協議会書記が立ち会って貸出します。

　 　連区では、今回新規取得した備品のほか、以前から保有している備品があり、上記を

含めて主な備品は以下のとおりです。

　　・放送設備（200W）一式、トランシーバー10組

　　・ガソリン発電機１基、投光器２基

　　・テント7組、紅白幕5組

　　・小型テント16組、テーブルセット14組

　　・リヤカー１台、レスキュー工具2組

　　・ハソリ3組、調理用具１式

　　・机４０脚、折りたたみイス110脚、丸イス150脚　　等

　　【第１１０号】

購入したテントやガソリン発電機



★ 小信中島女性の会より、本年度の活動について寄稿がありました。

　ご紹介します。

　女性の会の今後の活動について

　新型コロナウィルスの感染拡大の影響により、本年度当初より活動を休止しておりますが、9月

末まで休止とし、10月からマスク着用・手洗い・消毒・三密を避けるなど、防止策を講じながら活

動を再開します。

　講座は、干支木目込み作りと、手芸教室（空飛ぶ魔女）の２講座を開催し、密を避けるため、

各講座２日間のいずれかの1日の参加とし、定員は1日30名とします。木目込みにつきましては、

例年２日間かけての講座でしたが、わからない点などがありましたら、10月20日（火）13時から教

室を開いておりますのでご利用願います。

　申込書は、公民館・つどいの里に用意してありますので、必要事項を記入の上提出願います。

準備の都合上、締め切りは8月末日です。また、抹茶のいただき方につきましては未定です。

 なお、新型コロナウィルスの感染が拡大した場合、変更になることがあります。

　　　講座名 　　　　　日時 　　　　　備考 参加費

　干支木目込み 10月13日（火）9時30分 予備日：10月20日（火）13時  2,500円

10月16日（金）9時30分 （不明な点などある場合）

　　手芸教室 11月12日（木）9時30分  500円

（空飛ぶ魔女） 11月13日（金）9時30分

★ 星　に　願　い　を　★

公民館玄関ホールに、みなさんの願いを込めた笹かざり

今年作る丑の木目込みです

空飛ぶ魔女


